
 

 

 

 

 
 

行事の季節 ～ 最高のチームへ ～ 
   行事の季節がやってきました。中学 3 年生のみなさ

んにとっては、最後のスポーツ大会、合唱コンクールとな

ります。1 年生の頃から、みなさんには行事の「目的」を

伝えてきました。簡潔に言えば、目標（優勝、金賞）の達

成をめざす過程を通して、「いいチーム」をつくることで

す。いいチームの一つの在り方は、目標に向かって、一

人一人が自分のやるべきことを自覚し、主体的に行動

すること。そして、それぞれの力がつながり、互いに支え

合いながら、一つの方向に向かって進んでいくチームです。だからこそ、行事では、「自分が学級のために何

ができるか」を考えることが大切です。多様な考えをもつ仲間と互いの考えを認め合い、折り合いをつけなが

ら、自分にできることを考え、自分から動く。その一人一人の姿が仲間の力を引き出し、学級全体の力になって

いきます。どの学級も優勝や金賞をめざしてください。そして、その過程を通して、最終地点である「いいチーム」

をつくり上げ、真の勝者となってください。どんな「かっこいい姿」が見られるのか、楽しみにしています。 

思いを、届ける。 ― 見る人の心を震わせる、最高のフィナーレを ― 
今年度のフィナーレは、「演技にテーマをもた

せ、学年全員でそのテーマを表現したい」という

体育科の稲垣先生の発案から始まりました。そこ

で、今年の学年スローガンである「～ stand 

alone 凛として旅立つ ～」を、フィナーレの大き

なテーマとして据えることにしました。そのテーマ

を実現するために、11 名の実行委員の生徒た

ちが、夏休み中に学校に集まり、演技の構成や

振り付けを考えてくれました。これまでも、実行委員が中心となってダンスの内容を考えてきましたが、今回の

ように、明確なテーマをもち、そのテーマに沿って演技を創り上げていくことは、初めての取組です。自分たち

の思いを形にしようと、意見を出し合いながら、一つの演技を創り上げてくれています。ありがとう！各学級の

体育の授業では、すでに各場面のダンスの練習がスタートしています。そして、今日から本格的に学年全体で

の練習も始まります。フィナーレに競争はありません。ただ、そこはパフォーマーとしての 3 年生にだけ与えられ

た、最高のステージです。ここで大切なのは、ただ振り付けを覚えて、上手に踊ることだけではありません。 

自分たちは、何を伝えたいのか。それを、どう表現するのか。そして、それは見る人にどう届くのか。 

実行委員が考えてくれたダンスに命を吹き込み、そこに自分たちの思いを込め、見る人に届けるのは、みな

さんです。そのために、みなさんに大切にしてほしいことが二つあります。一つ目は、みなさん自身が、思い切り

楽しむことです。本気で楽しんでいる人の姿は、見る人の心を動かします。自分たちが楽しみながら、仲間と一

つの演技を創り上げていく。その姿そのものが、見る人をフィナーレの世界へと引き込んでいくはずです。 

二つ目は、それぞれの場面に込められたテーマを意識し、一人一人がその意味を考えながら表現することで

す。ただ振り付けを覚えて踊るのではなく、「この場面で、自分たちは何を表現したいのか」を考える。思いを

込めて、一つ一つの動きに命を吹き込む。そして、日常から自立した姿を大切にし、ダンスの中でも、一人一人

が「凛」として立ち、自分の役割を果たす。その一人一人が醸し出す「自立」の空気が重なったとき、学年全体

として一つのメッセージが生まれます。「3 年生が伝えようとしていることが伝わった」と感じ、見る人の心が震

える。自然と拍手を送りたくなる。そんなフィナーレを、255人が心を一つにして創り上げましょう。 
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より賢く よりかっこよく 
～ stand alone 凛として旅立つ ～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月分の集金 

 

 

 

10月６日（火）までに残高の確認をお願いします。 合計は 9,929円です。 


